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	CD14抗原は、分子量55kDのGPI結合型糖タンパク質です。CD14抗原は、単球、マクロファージ、ランゲルハンス細胞を含む骨髄単球系細胞に発現しています。好中球およびヒトB細胞では低い発現が観察されています。CD14抗原は、細菌性リポ多糖（LPS、エンドトキシン）およびリポ多糖結合タンパク質（LBP）の受容体です。LBPとCD14抗原は2つの生理学的役割を果たしています。細菌性リポ多糖の共受容体（PubMed:1698311、PubMed:23264655）。 LBPと協調して、単量体リポ多糖に結合し、それをLY96/TLR4複合体へと送達することで、細菌性リポ多糖（LPS）に対する自然免疫応答を媒介する（PubMed:20133493、PubMed:23264655、PubMed:22265692）。MyD88、TIRAP、TRAF6を介して作用し、NF-κB活性化、サイトカイン分泌、炎​​症反応を引き起こす（PubMed:8612135）。ジアシル化リポペプチドに対するTLR2:TLR6ヘテロダイマーの共受容体として、またトリアシル化リポペプチドに対するTLR2:TLR1ヘテロダイマーの共受容体として作用し、これらのクラスターは細胞表面からのシグナル伝達を誘発し、その後、脂質ラフト依存性経路によってゴルジ体へと誘導される（PubMed:16880211）。電気陰性LDL（LDL(-)）に結合し、LDL(-)によって誘導されるサイトカインの放出を媒介します（PubMed:23880187）。
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	ヒト扁桃腺細胞溶解物中の CD14 発現のウエスタンブロット分析。

